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広報 久万高原２月号 2

　久万高原町役場面河支所裏から少し山手に
上ったところに菅原道真公を祭った「里成天満
宮」があります。現在の社殿は、昭和53年２月
に移転されたもので、渋草地区の里成組、中里
成組、下里成組の会員によって管理されてお
り、毎年１月１日に新年祭、２月25日には天満
宮祭典が厳粛な雰囲気の中斎行されています。

　「年々、会員数も減少しており、若い人の中
にはその存在を知らない人もいるが、これから
も、地域の宝である里成天満宮をなんとか盛り
上げ、後世へ引き継いでいきたい。」と中川さ
んは言われます。
　里成天満宮は、地域全体を見渡せる高台に鎮
座し、静かに地域を見守っています。

あなたの地域のお気に入りの風景や
景色を教えてください

再 発 見

久万山めぐり久万山めぐり

＜地域の宝「里成天満宮」＞

中
川　

邦
彦
さ
ん

＝
渋
草　

里
成
＝

表紙の写真

　―　笛ヶ滝公園　馬頭池　―
　先月の大雪は本当に大変でした。
　雪は迷惑なお客さんですが、少しだけ良いところ
は、時に素晴らしい情景を見せてくれるところで
す。そんな一枚を町内在住の写真愛好家　秋本　栄
さんに提供していただきました。

目次　contents

02　久万山めぐり
渋草　中川邦彦さん

03　おめでとう　久万高原で20歳の祝典

06　ぐるっとレポート
プロ野球県人会野球教室、Ｂ＆Ｇクラブ員後期交流会、体協

40周年記念講演、110番の日、新春囲碁・将棋・カルタ大

会、新しいまちの顔、人権擁護委員委嘱、どんど焼き、ハー

ブサミットに向けて（その２）ほか

10　ふるさと魅力発信
学芸員からのhot news

12　News & Information
みんなの年金、労災職業病無料健康相談会、Ｂ型肝炎被害者

説明会のお知らせ、愛媛県電動車いす安全登録制度のお知ら

せ、愛媛県自衛隊入隊・入校激励会コンサートのご案内、平

成26年度ごみ処理の状況　ほか

19　くらしの情報
消防だより／図書館だより／健康づくり／３月カレンダー

23　久万山文芸

24　自治会の旅　108
美川地区　黒藤川中組自治会

　まちづくりのご提案やご質問などは、毎

月の町長室開放デーや、役場に設置してお

ります「まちづくり提案箱」をご利用くだ

さい。

　また、皆さんから広報紙掲載に関する情

報提供もお待ちしております。

皆さんの声をまちづくりに!!



　
平
成
28
年
成
人
式
が
、
町
産
業
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

華
や
か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
の
男
女

64
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
髙
野
宗
城
町
長
が
式
辞
を
述
べ
、
河
野
忠
康
県

議
会
議
員
、
髙
橋
末
廣
町
議
会
議
長
に
御
祝
辞
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
県
外
の
大
学
で

学
ん
で
い
る
、
若
藤
愛
さ
ん（
柳
谷
地
区
）が
「
成
人
式
を
迎

え
喜
び
と
責
任
を
感
じ
て
い
る
。
本
日
皆
様
か
ら
頂
き
ま
し

た
教
訓
を
胸
に
社
会
に
船
出
し
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。
町

議
会
議
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
中
学
生
時
代
の
担
任
の
先
生

な
ど
、
大
勢
の
方
々
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
、
会
場
は
祝
福

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
愛
媛
大
学
の
坂
本
世
津
夫
教
授
に
よ
る
「
新
し

い
時
代
を
創
生
す
る
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
坂

本
教
授
は
「
何
か
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
前
例

が
な
い
と
い
う
理
由
で
認
め
よ
う
と
し
な
い
人
が
必
ず
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
は
誰
も
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
人
口
減
少
社
会
を
生
き
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か

ら
、
前
例
が
な
い
の
は
当
た
り
前
。
知
識
と
経
験
を
基
に
自

分
の
頭
で
考
え
て
行
動
し
、
新
し
い
時
代
を
創
生
し
て
ほ
し

い
」
と
新
成
人
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
産
業
文
化
会
館
ス
テ
ー
ジ
に
参
加
者
全
員
が
登

壇
し
て
記
念
撮
影
を
し
た
後
に
、
同
館
の
ロ
ビ
ー
に
会
場
を

移
し
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
恩
師
や
旧
友
と
再
会
の

喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
若
者
ら
し

い
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

特集
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特集

　
生
き
て
い
る
と
、「
節
目
の
年
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
就
職
の

年
だ
っ
た
り
、
結
婚
の
年
だ
っ
た
り
と
様
々
で
す
が
、
法
律
の
適
用
も
世
間
の
認

知
も
大
人
に
変
わ
る
「
20
歳
の
節
目
」
と
い
う
の
は
、
ま
た
特
別
な
年
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
皆
様
の
前
途
に
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を

祈
り
ま
す
。

町
長
の
言
葉

町
長
の
言
葉

町
長
の
言
葉

　ゲストのみなさんが笑顔にな
れるウェディングプランナーに
なります。

　立派なエステティシャンにな
ります。

　ゲストのみなさんが笑顔にな
れるウェディングプランナーに
なります。

　大学で看護師を目指して勉強中で
す。今は親に頼っているところが大
きいので、早く自立できるように頑
張りたいです。

記念講演：愛媛大学　
坂本世津夫教授

成人を代表して謝辞を
述べる若藤愛さん

式辞を述べる髙野宗城
町長

　立派なエステティシャンにな
ります。

　動物関係の専門学校に通ってい
ます。４月から観光牧場に就職す
るので、来ていただいたお客様に
笑顔になっていただける接客がで
きるようがんばります。

　４月から社会人になりますが、
失敗を恐れず様々なことに挑戦し
ていきたいと思います。そして素
敵な大人の女性になりたいです。

　早く結婚して、幸せ
な家庭を築きたいです。
彼女募集中‼

　楽しく仕事を頑張って、
立派な社会人になって、
お金持ちになるぞー！

木
下

　卓
也
さ
ん
（
面
河
地
区
）

た
く
や

髙
岡

　拓
矢
さ
ん
（
久
万
地
区
）

た
く
や

　早く結婚して、幸せ
な家庭を築きたいです。
彼女募集中‼

　楽しく仕事を頑張って、
立派な社会人になって、
お金持ちになるぞー！

　地元から離れた所に出してもらっ
ているので、残りの大学２年間を精
一杯楽しんで、しっかり就職して、
両親を安心させてあげたいです。

　大学を卒業したら、県内で
公務員として働きたいです。

　仕事のスキルアップを図っ
て、町民の方の役に立てるよ
うに頑張りたいです。

左
京

　達
也
さ
ん
（
美
川
地
区
）

た
つ
や

猪
上

　浩
矢
さ
ん
（
美
川
地
区
）

こ
う
や

　大学を卒業したら、県内で
公務員として働きたいです。

　仕事のスキルアップを図っ
て、町民の方の役に立てるよ
うに頑張りたいです。

松
本

　愛
梨
さ
ん
（
面
河
地
区
）

あ
い
り

藤
田

　茉
優
さ
ん
（
久
万
地
区
）

ま   

ゆ

渡
邊

　夏
子
さ
ん
（
久
万
地
区
）

な
つ
こ

松
本

　愛
梨
さ
ん
（
面
河
地
区
）

あ
い
り

左
京

　達
也
さ
ん
（
美
川
地
区
）

た
つ
や

名
智

　柾
友
さ
ん
（
久
万
地
区
）

ま
さ
と
も

長
谷

　未
希
さ
ん
（
柳
谷
地
区
）

み   

き

名
智

　柾
友
さ
ん
（
久
万
地
区
）

ま
さ
と
も

長
谷

　未
希
さ
ん
（
柳
谷
地
区
）

み   

き

木
下

　卓
也
さ
ん
（
面
河
地
区
）

た
く
や

髙
岡

　拓
矢
さ
ん
（
久
万
地
区
）

た
く
や

猪
上

　浩
矢
さ
ん
（
美
川
地
区
）

こ
う
や

篠
﨑

　理
緒
さ
ん
（
美
川
地
区
）

り   

お

篠
﨑

　理
緒
さ
ん
（
美
川
地
区
）

り   

お

藤
田

　茉
優
さ
ん
（
久
万
地
区
）

ま   

ゆ

渡
邊

　夏
子
さ
ん
（
久
万
地
区
）

な
つ
こ
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な
つ
か
し
い
笑
顔

　
　
　
　
　楽
し
い
時
間…

ま
た
会
お
う
ね

な
つ
か
し
い
笑
顔

　
　
　
　
　楽
し
い
時
間…

ま
た
会
お
う
ね

な
つ
か
し
い
笑
顔

　
　
　
　
　楽
し
い
時
間…

ま
た
会
お
う
ね
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プ
ロ
野
球
愛
媛
県
人
会
「
野
球
教
室
」（
中
予
地
区
）が
、

久
万
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
村
明
憲
選
手
が
代
表
理
事
を
努
め
る
プ
ロ
野
球
愛
媛

県
人
会
は
、「
故
郷
愛
媛
に
恩
返
し
」
を
胸
に
、
昨
年
か

ら
野
球
教
室
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
本
町
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
平
井
正
史
選
手
（
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ

フ
ァ
ロ
ー
ズ
２
軍
投
手
コ
ー
チ
）、
西
原
圭
大
選
手
（
広
島

東
洋
カ
ー
プ
）、
そ
し
て
久
万
高
原
町
出
身
の
熊
代
聖
人

選
手
（
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
）
が
、
午
前
中
は
守
備
、

午
後
か
ら
は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
約
２
０
０
人
の
参
加
者
に

熱
心
に
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
後
半
に
は
選
手
の
ホ
ー
ム

ラ
ン
競
争
や
参
加
者
と
選
手
の
対
決
も
あ
り
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
プ
ロ
野
球
選
手
の
プ
レ
ー
に
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
内
の
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
ク
ラ
ブ
員
後
期
交
流
会

が
、
久
万
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
、
76
名
の
ク
ラ
ブ
員
が
参
加
し
て
、
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
交

流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

初
心
者
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
用
具
の
付
け

方
か
ら
滑
り
方
ま
で
幅
広
く
教
わ
り
、
経
験
者
は
、

さ
っ
そ
く
雪
の
感
触
を
試
し
て
い
ま
し
た
。

　

暖
冬
の
影
響
で
、
コ
ー
ス
が
少
な
い
状
態
で
の
交
流

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
初
心
者
も
経
験
者
も
そ
れ
ぞ
れ

が
楽
し
み
な
が
ら
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

プ
ロ
野
球
選
手
と
い
っ
し
ょ
に

熱心に指導する熊代選手

暖
冬
に
も
負
け
ず

12/
26

1/
5～6

久万ボーイズとの記念撮影

　

1
月
10
日
の
１
１
０
番
の
日
に
、
町
内
に
住
む
「
馬
」

ウ
ィ
ン
ダ
ム
と
マ
ン
ボ
の
飼
い
主
、
二
神
愛
さ
ん
を
久
万
高

原
署
一
日
保
安
官
に
委
嘱
し
、
二
頭
の
馬
と
共
に
二
名
地
区

で
１
１
０
番
の
正
し
い
理
解
と
利
用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
パ
ト
カ
ー
と
白
バ
イ
の
展
示
・
乗
車
体
験
の
ほ

か
、
ウ
ィ
ン
ダ
ム
と
マ
ン
ボ
に
乗
馬
し
記
念
写
真
を
撮
る
な

ど
交
流
を
深
め
た
後
、
付
近
の
民
家
を
訪
ね
て
「
落
ち
着
い

て
ウ
マ
く
１
１
０
番
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
広
報
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

相
談
ご
と
な
ど
は
、
久
万
高
原
警
察
署
（
21
）
０
１
１
０

又
は
相
談
電
話
（
＃
９
１
１
０
通
話
料
有
料
・
携
帯
電
話

可
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
１
０
番
は
緊
急
用
の
大
切
な
電
話
で
す
！

ウ
マ（
馬
）く
１
１
０
番
を

１
月
10
日
は「
１
１
０
番
の
日
」
1/
10
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久
万
町
民
館
に
お
い
て
久
万
高
原
町
新
春
囲
碁
・
将
棋
・
カ
ル
タ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
こ
の
行
事
で
す
が
、
今
回
は

町
文
化
協
会
員
の
ほ
か
、
町
内
の
愛
好
者
や
小
学
生
な
ど
30
人
が
集
い
ま
し

た
。
各
種
目
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
工

夫
し
た
攻
め
手
で
白
熱
し
た
対
戦
が
行
わ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
春
囲
碁
・
将
棋
・
カ
ル
タ
大
会

1/
11

（
成
人
Ａ
の
部
）
優　

勝
黒
田　

伸
夫（
上
野
尻
）

準
優
勝
松
本　
　

茂（
直
瀬
）

（
成
人
Ｂ
の
部
）
優　

勝
掛
水
與
志
満（
柳
井
川
）

準
優
勝
長
山
喜
久
夫（
直
瀬
）

（
一
般
の
部
）
優　

勝
宮
内　

教
行（
七
鳥
）

準
優
勝
佐
伯　

英
二（
久
万
）

３　

位
尾
上
伊
勢
夫（
柳
井
川
）

（
小
学
生
の
部
）
優　

勝
石
丸　

救
人（
久
万
小
学
校
）

準
優
勝
水
谷　

和
之（
久
万
小
学
校
）

３　

位
大
野　

颯
也（
明
神
小
学
校
）

（
一
般
の
部
）

優　

勝
寺
岡　

京
子（
久
万
）

準
優
勝
相
原
美
代
子（
久
万
）

３　

位
山
之
内　

保（
露
峰
）

神
谷　
　

恵（
菅
生
）

（
小
学
生
の
部
）
優　

勝
神
谷
明
日
香（
久
万
小
学
校
）

準
優
勝
田
村　

花
梨（
久
万
小
学
校
）

囲　

碁

将　

棋

カ
ル
タ

　

菅
生
総
門
橋
下
の
児
童
公
園
に
お
い

て
、
久
万
・
野
尻
地
区
ど
ん
ど
焼
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
午
前
中
か
ら
た

く
さ
ん
の
お
正
月
用
の
し
め
縄
や
お
飾
り

が
持
ち
寄
ら
れ
、
午
後
１
時
に
、
久
万
公

民
館
土
居
通
正
館
長
を
は
じ
め
、
役
員
の

皆
さ
ん
に
よ
り
点
火
さ
れ
ま
し
た
。
お
飾

り
な
ど
を
入
れ
た
高
さ
約
５
メ
ー
ト
ル
の

や
ぐ
ら
は
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
、
皆
さ

ん
で
１
年
間
の
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し

た
。
ま
た
、
婦
人
会
か
ら
は
温
か
い
お
し

る
こ
や
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
集
ま
っ
た

皆
さ
ん
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

無
病
息
災
を
願
っ
て

ど
ん
ど
焼
き

1/
10

　

今
年
で
40
周
年
を
迎
え
た
久
万
高
原
町
体
育
協
会
の

記
念
講
演
が
、
産
業
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
会
で
は
記
念
行
事
を
計
画
す
る
中
で
、
記
念
講
演
は

是
非
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
講
師
に
宇
和
島
市
出
身
の
プ
ロ
野
球
選
手
、
岩
村

明
憲
選
手
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

岩
村
選
手
は
現
在
プ
ロ
野
球
独
立
リ
ー
グ
「
福
島

ホ
ー
プ
ス
」
球
団
代
表 

選
手
兼
任
監
督
を
努
め
る
傍
ら

プ
ロ
野
球
愛
媛
県
人
会
の
代
表
理
事
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
な
ぜ
愛
媛
で
は
な
く
福
島
で
野
球
を
す

る
事
に
な
っ
た
の
か
、
日
本
や
大
リ
ー
グ
で
の
選
手
時

代
に
努
力
し
た
事
や
苦
労
し
た
事
、
現
在
、
監
督
と
し

て
人
を
育
て
な
が

ら
の
チ
ー
ム
作
り

を
多
く
の
方
か
ら

肌
で
学
ん
だ
事
な

ど
、
自
分
を
育
て

て
く
れ
た
周
り
の

人
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
や
、
野
球
を

心
か
ら
愛
す
る
熱

い
思
い
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

会場ではプロ野球選手に憧れる子どもたちの姿が多くみられました

町
体
育
協
会
40
周
年
記
念
講
演1/

12
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ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
て

そ
の
２

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
今
年
5
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
・
久
万
高
原
ハ
ー

ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
た
各
専
門
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
や
、
暮
ら
し
の
中
で
役
立
つ

ハ
ー
ブ
の
効
能
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ハ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
と
は
、
美
容
や
健
康
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
日
常
生
活
の
中
に
ハ
ー
ブ
を

取
り
入
れ
た
暮
ら
し
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
は
、
町
内
で
ハ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
に
取

り
組
ん
で
い
る
方
を
取
材
し
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日
に
配
布
す
る
冊
子
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
当
町
な
ら
で
は
の
「
森
の
ハ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
」
を
、
当
日
お
越

し
い
た
だ
い
た
方
々
に
ご
提
案
し
ま
す
。
そ
の
他
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー

の
作
成
や
、
町
観
光
協
会
と
も
協
力
し
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
地
中
海
沿
岸
地
方
原
産
の
多
年
草
で
、

ハ
ー
ブ
の
中
で
最
も
有
名
な
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。
ア
ロ
マ

（
精
油
）
の
原
料
と
し
て
人
気
が
あ
り
、
観
光
用
ガ
ー
デ
ン

や
手
芸
用
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、
料
理
な
ど
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
み
な
さ
ん
も
一
度
は
目
に
し
た
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ア
ロ
マ
は
肌
へ
の
刺
激
が

弱
い
た
め
初
心
者
に
も
使
い
や
す
く
、
火
傷
や
ニ
キ
ビ
な
ど

様
々
な
肌
の
悩
み
に
有
効
で
す
。
ま
た
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香

り
に
は
神
経
を
鎮
静
化
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活

で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
と
き
や
、
不
安
や
緊
張
を
和
ら

げ
た
い
と
き
に
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
で
心
身
共
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

☆
ハ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
・
観
光
・
広
報
グ
ル
ー
プ

今
月
の
ハ
ー
ブ
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」

　

１
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
次
の

方
が
人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
に

基
づ
き
委
嘱
さ
れ
た
、
あ
な
た
の
町
の
相
談

パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

　

暮
ら
し
の
中
で
の
悩
み
や
心
配
事
、
困
り

事
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
近
く
の
人
権
擁
護

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

※
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

役
場
住
民
課　

住
民
生
活
班　

　


（
２
１
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　

（
内
線
１
２
２
）

　

松
山
地
方
法
務
局

　


０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
利
用
で

き
な
い
場
合
は
、

　


０
８
９
（
９
３
２
）
０
８
８
８

柳
谷
地
区
担
当

鶴
井　

佐
代
子 
さ
ん

人
権
擁
護
委
員
が

　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

新しいまちの顔

久
く

万
ま

川
がわ

　明
あき

宏
ひろ

老人保健施設あけぼの　理学療法士
１月１日採用

　町民の皆様のお役に立てる

ように一生懸命頑張りますの

で、どうかよろしくお願いい

たします。
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〈
上
浮
穴
郡
美
川
村
の
奥
に
「
姥
捨
て

山
」
が
あ
る
と
聞
い
て
車
を
走
ら
せ
た
。

…
略
…
「
は
い
、
あ
り
ま
す
よ
。」
あ
っ

さ
り
答
え
た
二
宮
コ
ユ
キ
さ
ん
は
奥
山
を

指
さ
し
た
。「
あ
の
山
に
穴
が
あ
っ
て
、

孫
が
学
校
の
こ
ろ
入
っ
た
ら
こ
ま
い
骨
が

あ
っ
た
。
途
中
の
祠
に
は
誰
が
立
て
た
か

い
つ
も
ハ
ナ
シ
バ
が
…
〉

ー
平
成
２
年
７
月
27
日
付
け　

愛
媛
新
聞

〝
夏
の
夜
話
〟
よ
り
ー

　

全
国
各
地
に
残
る
棄
老
伝
説
で
す
が
、

そ
の
真
偽
の
程
は
と
も
か
く
、
食
料
が
乏

し
か
っ
た
時
代
に
、
働
け
な
く
な
っ
た

り
、
あ
る
年
齢
に
達
し
た
お
年
寄
り
を
山

へ
捨
て
て
い
た
と
い
う
、
哀
し
く
も
恐
ろ

し
い
話
が
こ
こ
美
川
の
地
に
も
残
っ
て
い

ま
す
。

　

遠
い
山
中
に
置
き
去
り
に
さ
れ
、
最
後

は
衰
弱
し
た
り
山
犬
に
襲
わ
れ
て
亡
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
他
所
で
は
崖
か
ら
突
き
落
と
す
と

い
う
残
酷
な
（
ど
ち
ら
に
し
て
も
残
酷
な

話
で
す
が
）
や
り
方
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
多
く
の
お
年
寄
り
は
体
力
的
な
衰
え

も
あ
り
、
宿
命
と
諦
め
た
よ
う
で
す
が
、

中
に
は
他
の
集
落
へ
物
乞
い
に
出
る
な

ど
、
懸
命
に
生
き
よ
う
と
し
た
人
も
い
た

そ
う
で
す
。
山
姥
伝
説
な
ど
は
、
恐
ら
く

そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
数
10
年
、
世
の
中
は
急
激
に
進
歩

し
、
経
済
も
発
展
し
、
豊
か
に
な
り
ま
し

た
。
彼
岸
花
の
根
や
ム
シ
ロ
ま
で
食
べ
な

い
と
い
け
な
い
、
な
ど
と
い
う
事
も
あ
り

ま
せ
ん
。
物
質
面
に
お
い
て
は
物
凄
く
恵

ま
れ
た
時
代
で
あ
る
と
い
う
事
を
、
私
た

ち
は
再
認
識
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

昭
和
20
年
代
、
約
八
割
の
方
が
自
宅
で

看
取
ら
れ
て
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
約
一
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
当

に
豊
か
に
な
っ
た
も
の
は
な
ん
だ
っ
た
の

か
。
豊
か
さ
と
か
幸
せ
と
い
う
も
の
は
、

追
い
か
け
れ

ば
際
限
の
な

い
、
こ
れ
も

ま
た
恐
ろ
し

い
も
の
な
の

か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

�

（
梶
家
）

～
恐
ろ
し
い
も
の
～

支
所
だ
よ
り

▼
美
川
支
所

猿楽より姥捨山方面を望む

当
選
商
法
の
手
口
っ
て
？

　

当
選
商
法
で
は
、
応
募
も
し
て
い
な
い

の
に
「
賞
金
○
億
円
が
当
選
し
た
」
と
、

あ
た
か
も
当
選
し
た
か
の
よ
う
な
内
容
の

Ｄ
Ｍ
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）
や
手
紙
を

送
り
つ
け
、
実
際
に
は
宝
く
じ
の
申
し
込

み
な
ど
を
さ
せ
ま
す
。

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
も
、「
海

外
か
ら
『
○
○
億
円
が
当
た
っ
た
』
と
い

う
封
書
が
届
い
た
が
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
」と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
携
帯
電
話
な
ど
に

「
高
額
賞
金
が
当
選
し
た
」
と
い
う
メ
ー

ル
が
届
き
、
手
数
料
の
名
目
で
支
払
い
を

要
求
し
て
き
ま
す
。
懸
賞
金
を
受
け
取
る

た
め
に
次
々
と
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
さ
せ
、

ま
た
、
手
続
き
の
た
め
に
必
要
と
い
う
名

目
で
個
人
情
報
な
ど
を
聞
き
出
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

〇
応
募
も
し
て
い
な
い
の
に
「
当
選
し

た
」と
か
、「
簡
単
に
大
金
が
得
ら
れ
る
」

と
い
う
、
う
ま
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
更
な
る
被
害
に
あ
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
「
賞
金
が
当
た
っ
た
」
と
い

う
メ
ー
ル
や
封
書
が
届
い
て
も
、
安
易

に
連
絡
し
た
り
、
個
人
情
報
を
教
え
た

り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
業
者
を
特
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
い
っ
た
ん
お
金
を
支
払
う
と
取
り

戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。
日
本
で
は
、

自
治
体
以
外
は
宝
く
じ
を
発
売
で
き
な

い
の
で
、
海
外
宝
く
じ
に
参
加
す
る
こ

と
で
消
費
者
が
違
法
性
を
問
わ
れ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
絶
対
に
参
加
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

〇
何
か
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

左
記
の
相
談
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

　

役
場
住
民
課

　


（
２
１
）
１
１
１
１

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　


０
８
９
（
９
２
５
）
３
７
０
０

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

困
っ
た
と
き
は
、ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

困
っ
た
と
き
は
、ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

当
選
商
法
っ
て
・・・
？

消
費
生
活
相
談

当
選
商
法
っ
て
・・・
？
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ふるさと魅力発信

　
毎
年
12
月
に
発
表
さ
れ
る
「
今
年
の
漢

字
」。
平
成
24
年
は『
金
』で
し
た
。
ロ
ン
ド

ン
五
輪
で
日
本
人
選
手
が
多
く
の
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
こ
と
や
、
国
内
で
金
環
日

食
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
選
考
理
由
で
し
た
。

県
内
で
見
ら
れ
る
の
は
そ
れ
以
来
と
な
る

日
食
が
３
月
９
日（
水
）に
起
こ
り
ま
す
。

　
地
球‐

月‐

太
陽
が
一
直
線
に
並
び
、

太
陽
が
月
に
隠
さ
れ
て
し
ま
う
現
象
が
日

食
で
す
。
完
全
に
隠
さ
れ
る
と
皆
既
日
食
、

月
が
普
段
よ
り
遠
く
に
あ
っ
て
隠
し
き
れ

な
い
太
陽
が
リ
ン
グ
状
に
見
え
る
と
金
環

日
食
と
な
り
、
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
天

文
シ
ョ
ー
と
な
り
ま
す
。
一
方
今
回
は
太

陽
の
一
部
だ
け
が
隠
さ
れ
る
部
分
日
食
。

派
手
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
珍
し
い
現
象

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
食
の
始
ま
り
は
午
前
９
時
59
分
、
最
も

大
き
く
欠
け
る
の
は
10
時
51
分
で
直
径
の

23
％
ほ
ど
欠
け
た
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
11
時
45
分
に
元
の
丸
い
太
陽
に
戻
り

ま
す
。

　
太
陽
の
光
は
非
常
に
強
い
た
め
、
適
切

な
方
法
で
減
光
し
て
観
察
し
な
い
と
危
険

で
す
。
専
用
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
う
か
、

ピ
ン
ホ
ー
ル
を
通
し
て
白
い
紙
に
投
影
し

て
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
当
館
で
も
観
望
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
平
日
の
午
前
中

で
す
が
、
ご
都
合
の
つ
く
方
は
ど
う
ぞ
ご

参
加
下
さ
い
。
な
お
次
に
県
内
で
日
食
が

見
ら
れ
る
の
は
３
年
後
の
１
月
６
日
に
な

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
中
村
）

世界に誇ろう!
久万高原のヘイゴロー

天体観測館　４１－０１１０

天体ブログ
http://ameblo.jp/kuma-obs/

学芸員のつぶやき
　
■私の日食初体験は1978年10月。
受験生でしたが、高校の屋上で友
達といっしょに観察しました。残
念だったのは欠け始めが授業中で
見られなかったこと。でも今回は
高３生は卒業後なので初めから終わりまで見られま
すね。あ、もちろん入試の残っている人は勉強優先！

学芸員のつぶやき
　
■地元のお年寄りにヘイゴローの由来を
聞き取りましたが、誰も分からず。昔、
村一番の正直者、平五郎が…（いろいろ
あって）…その涙が美しい水晶に変わり
ましたとさ、みたいな言い伝えでもない
かな。

　▲

前
回
の
日
食
。

　雲
の
多
い
悪
条
件
で
し
た
。

　▲

小
学
校
低
学
年
の
指
で
こ
の
サ
イ
ズ

　
平
五
郎
さ
ん
と
い
う
す
ご
い
人
が
町
内

に
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ヘ
イ
ゴ

ロ
ー
と
は
ソ
ロ
バ
ン
玉
状
の
小
さ
な
水
晶

の
こ
と
で
、
畑
野
川
で
は
な
ぜ
か
こ
う
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
千
本
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
に
行
っ
て
地
面

を
じ
っ
く
り
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ガ

ラ
ス
の
破
片
の
よ
う
な
も
の
が
キ
ラ
キ
ラ

と
光
る
は
ず
。
こ
れ
が
ヘ
イ
ゴ
ロ
ー
で
、

正
式
に
は「
高
温
水
晶
」と
い
い
ま
す
。
そ

の
名
の
通
り
、
通
常
よ
り
高
温
の
状
態
で

結
晶
化
し
て
で
き
た
も
の
で
、
畑
野
川
一

帯
に
分
布
す
る
凝
灰
岩
中
に
存
在
し
ま
す
。

こ
の
岩
石
が
風
化
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る

際
、
水
晶
が
外
に
こ
ぼ
れ
出
る
の
で
、
道

端
な
ど
で
誰
で
も
簡
単
に
拾
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
久
万
高
原
産
の
高
温
水
晶
は
、

①
と
て
も
透
明
度
が
高
い
②
割
れ
が
少
な

い
③
珍
し
い
紫
色
が
か
っ
た
も
の
が
見
つ

か
る
、
と
い
っ
た
理
由
で
日
本
一
美
し
い

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
大

き
さ
は
３
〜
４
㎜
ぐ
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
親
指
ほ
ど
の
小
瓶
い
っ
ぱ
い
に
集
め

よ
う
と
思
う
と
何
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
す
（
そ
れ
は
そ
れ
で
楽
し
い
け
ど
）。

こ
の
凝
灰
岩
の
元
と
な
る
溶
岩
は
今
か
ら

1
5
0
0
万
年
前
に
起
こ
っ
た
石
鎚
山
一

帯
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
流
れ
て
き
た
も

の
で
す
。
日
本
列
島
が
形
造
ら
れ
始
め
た

頃
の
激
し
い
地
面
の
活
動
が
、
ヘ
イ
ゴ

ロ
ー
か
ら
は
読
み
取
れ
ま
す
。
次
の
休
日

に
は
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
持
っ
て
水
晶
探
し
に

行
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
　（
矢
野
）

４年ぶりの日食

面河山岳博物館　５８－２１３０

山岳ブログ
http://blog.goo.ne.jp/omohaku582130
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来
年
度
か
ら
、
美
術
館
で
は
い
く
つ
か
、

新
た
な
子
ど
も
・
親
子
向
け
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、「
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」
会
で
す
。
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
は
、
子
ど
も
の
想
像
力
や
知
的

好
奇
心
を
育
て
る
と
い
わ
れ
、
親
子
間
で
行

わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
図
書
館
な
ど
で
も
会

が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
読
み
聞
か
せ

会
を
美
術
館
で
行
う
わ
け
で
す
が
、
ポ
イ
ン

ト
は
読
み
聞
か
せ
に
選
ぶ
絵
本
が
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
（
画
家
や
彫
刻
家
）
が
手
掛
け
て
い
る

点
で
す
。

　
古
く
は
村
山
知
義（
１
９
０
１
〜
１
９
７

７
）
や
元
永
定
正
（
１
９
２
２
〜
２
０
１

１
）、
最
近
で
は
大
竹
伸
朗（
１
９
５
５
〜
）

や
奈
良
美
智
（
１
９
５
９
〜
）
、
村
上
隆

（
１
９
６
２
〜
）と
い
っ
た
現
代
美
術
界
の

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
た
ち
が
絵
本
を
手
掛
け
て

い
ま
す
。
彼
ら
は
な
ぜ
、
絵
本
を
作
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
ピ
カ
ソ
は
晩
年
、「
や
っ
と
子
ど
も
の
よ

う
な
絵
が
描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
喜
ん

だ
と
い
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
絵
本
を
手
掛
け

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
子
ど
も
の
自
由
な
発

想
や
子
ど
も
の
認
識
世
界
へ
の
憧
れ
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
手
掛
け
た
絵
本

は
、
魅
力
的
な
絵
画
で
も
あ
り
、
文
字
と
と

も
に
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
面
白
さ
に
満
ち
て

い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
会
で
は
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
つ
い
て
の
簡
単
な
美
術
講
座
も
行
う

予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
４
月
以
降
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
ね
。
　
　
　
　  

（
神
内
）

久万美術館　２１－２８８１

久万美ブログ

学芸員のつぶやき
　
■現在、1歳10ヶ月の息子に、毎
日絵本を読ませられます。息子の
お気に入りは『さんかくサンタ』
という絵本。一日に5～6回も読む
と母的には飽き飽きしてしまうの
ですが、ここまで人の心を捉える絵本という存在を
再認識する機会にもなっています。

▲

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
絵
本
の
数
々

久万高原町教育委員会（上黒岩考古館）

２１－０１３９

　　　　　http://www.kumakogen.jp/modules/
education_new_front/index.php?content_id=42

学芸員のつぶやき
　
■２月の美川文化祭で展示を行うことが
決まりました。これから館員と中身を詰
めていきます…。

　
1
月
19
日
の
大
雪
で
久
万
高
原
町
内
は
大
変

な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
か
く
い
う
私
も
車
が

故
障
し
、
雪
の
中
を
畑
野
川
地
区
の
皆
さ
ん
に

助
け
て
い
た
だ
く
な
ど
、
北
国
で
暮
ら
し
て
い

た
と
は
い
え
、
改
め
て
雪
の
多
い
地
方
で
暮
ら

す
厳
し
さ
を
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

　
さ
て
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、

冬
の
上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
を
映
し
た
写
真
は
非
常

に
少
な
い
で
す
。
確
か
に
調
査
な
ど
は
、
夏
の

期
間
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
通
常
は
山
中

家
と
と
も
に
、
12
月
か
ら
３
月
ま
で
は
閉
館
し

て
い
る
こ
と
も
そ
の
遠
因
で
し
ょ
う
。

　『
上
黒
岩
遺
跡
の
研
究
』（
２
０
０
９
年
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
）
の
裏
表
紙
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
写
真
は
、
数
少
な
い
冬
の
上
黒
岩
岩
陰
を

映
し
た
写
真
に
な
り
ま
す
。
こ
の
写
真
は
２
０

０
５
年
の
１
月
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
２
０

０
４
年
度
の
「
上
黒
岩
遺
跡
の
研
究
」
の
資
料

調
査
の
際
に
と
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
２
０
０
５
年
３
月
に
旧
美
川
村
で
雪
が
積

も
っ
た
中
で
会
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

会
合
は
私
に
と
っ
て
も
思
い
出
深
い
も
の
で
し

た
。
当
時
九
州
か
ら
車
で
冬
の
久
万
高
原
に
来

て
、
会
議
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
当
然
ま
だ

現
在
の
三
坂
道
路
は
開
通
し
て
お
ら
ず
、
松
山

か
ら
の
雪
道
を
、
チ
ェ
ー
ン
を
用
意
し
て
上
り

ま
し
た
。
私
以
外
の
参
加
者
も
大
変
苦
労
さ
れ
、

滲
み
い
る
よ
う
な
寒
さ
の
中
で
、
上
黒
岩
考
古

館
で
資
料
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
焚

い
て
い
た
だ
い
た
ス
ト
ー
ブ
は
大
変
有
り
難
い

も
の
で
し
た
。

　
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
雪
中

に
た
た
ず
む
上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
を
見
た
の
は
、

こ
の
時
が
は
じ
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
ま
だ
10

年
以
上
前
の
こ
と
と
は
い
え
、
雪
の
上
黒
岩
岩

陰
は
強
烈
な
印
象
を
私
に
植
え
付
け
ま
し
た
。

た
だ
し
、
自
分
と
久
万
高
原
町
と
の
長
い
お
付

き
合
い
の
始
ま
り
と
は
、
そ
の
時
に
は
ま
だ
考

え
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
　
　
　  

（
遠
部
）

▲久万壮年会の多くの方に見
学いただきました（1/17）。

　問い合わせがあれば冬季も
開館いたします。

アーティスト絵本の
読み聞かせ会

冬の上黒岩岩陰

▲「上黒岩遺跡の研究」（2009）
の裏表紙より

ふるさと魅力発信
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風力・水力発電を遊ぼ
里山レストラン 11：00～14：00
宿泊・宴会・仕出し 予約受付中

ホームページ http://www.8-cho-zaka.jp/
定休日：火曜日 ※予約のみ対応いたします

久万高原町下畑野川甲1609番地7
久万高原観光株式会社 TEL 0892-41-0678

過
去
５
年
分
ま
で
国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
ら
れ
ま
す
！

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

み
ん
な
の
年
金

み
ん
な
の
年
金

　

後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
平
成
27
年
10
月
か
ら
、
平
成
30
年
９
月
ま

で
の
３
年
間
に
限
り
、
過
去
５
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金
額
が
増
え
た

り
、
納
付
し
た
期
間
が
不
足
し
て
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方

が
年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

１　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
期

間
（
納
付
・
免
除
以
外
）
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
方

２　

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
期

間
（
納
付
・
免
除
以
外
）
や
未
加
入
期
間
の
ほ
か
に
、
任
意
加

入
中
に
納
め
忘
れ
期
間
が
あ
る
方
。

３　

65
歳
以
上
の
方
で
、
年
金
受
給
資
格
が
な
く
任
意
加
入
中
の

方
な
ど
。

　

た
だ
し
、
60
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
内
容
や
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル


０
５
７
０
（
０
１
１
）
０
５
０

ま
た
は

松
山
東
年
金
事
務
所


０
８
９
（
９
４
６
）
２
１
４
６

　

仕
事
が
原
因
で
体
を
悪
く
さ
れ
た
方
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

振
動
障
害
…
…
…
チ
ェ
ン
ソ
ー
や
草
刈
り
機
な
ど
振
動
工
具
を
長

期
間
使
用
す
る
仕
事
を
し
て
い
て
、
手
指
や
腕

の
冷
え
・
し
び
れ
・
痛
み
が
あ
る

じ
ん
肺
…
…
…
…
粉
じ
ん
が
あ
る
職
場
で
働
い
て
い
て
、
セ
キ
・

タ
ン
・
息
切
れ
が
あ
る

ア
ス
ベ
ス
ト
…
…
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
を
使
用
す
る
仕
事
を
し

て
い
た

騒
音
性
難
聴
…
…
長
年
騒
音
現
場
で
働
い
て
い
て
、耳
鳴
り
・
耳
の

聞
こ
え
が
悪
い
な
ど
の
症
状
が
あ
る
（
労
災
請

求
は
騒
音
現
場
を
離
れ
て
か
ら
５
年
が
時
効
）

　

そ
の
ほ
か
、
労
災
職
業
病
や
労
災
申
請
な
ど
、
な
ん
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
お
仕
事
を
辞
め
て
い
た
り
、
職
場
が
閉
鎖
さ
れ
て

い
る
場
合
で
も
相
談
で
き
ま
す
。
（
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
）

●
日
時　

３
月
13
日
（
日
）
10
時
～
正
午

　
　
　
　

10
時
～　

労
災
職
業
病
・
労
災
補
償
な
ど
の
説
明

　
　
　
　

11
時
～　

個
別
相
談

●
場
所　

久
万
高
原
町
役
場　

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
階
ホ
ー
ル

●
そ
の
他　

お
持
ち
で
あ
れ
ば
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い

・
年
金
記
録
や
雇
用
保
険
の
記
録
な
ど
職
歴
が
分
か
る

も
の

・
会
社
で
の
健
康
診
断
記
録

・
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
健
康
管
理
手
帳　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

　

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
愛
媛
県
本
部

　
（
平
日
17
時
ま
で
受
付
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
９
（
９
７
６
）
５
５
５
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
９
（
９
７
０
）
２
８
２
０

労
災
職
業
病
無
料
健
康
相
談
会
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Ｂ
型
肝
炎
被
害
者

説
明
会
の
お
知
ら
せ

日
時
：
平
成
28
年
３
月
５
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
か
ら
１
時
間
程
度

会
場
：
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
松
山

　
　
　

（
松
山
市
宮
田
町
３
９
１
‐
８
）

　
　
　

相
生
の
間

内
容
：
集
団
予
防
接
種
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
感
染
被
害
に
つ
い
て
、

和
解
金
支
払
い
な
ど

国
の
救
済
を
受
け
る
た
め
の
手
続

き
に
つ
い
て

※
事
前
予
約
、
参
加
費
用
は
不
要

【
問
い
合
わ
せ
】

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

　
　

広
島
弁
護
団
事
務
局


０
８
２
（
２
２
３
）
６
５
８
９

　

県
内
の
電
動
車
い
す
の
増
加
に
伴
い
、

交
通
事
故
や
盗
難
事
件
な
ど
が
心
配
さ
れ

て
い
る
中
、
盗
難
予
防
、
盗
難
・
遺
失
か

ら
の
早
期
発
見
な
ど
を
目
的
に
、
愛
媛
県

電
動
車
い
す
安
全
登
録
制
度
が
創
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
指
定
登
録
取
扱
所
は
販
売

店
・
レ
ン
タ
ル
店
・
久
万
高
原
交
通
安
全

協
会
で
す
。
交
通
安
全
な
ど
の
細
や
か
な

ア
ド
バ
イ
ス
や
、
盗
難
な
ど
へ
の
対
応
に

つ
い
て
も
警
察
と
の
情
報
の
共
有
が
出
来

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

久
万
高
原
交
通
安
全
協
会
（
久
万
高
原

警
察
署
内
）


（
２
１
）
０
２
１
１

　

こ
の
義
援
金
は
昨
年
11
月
29
日
に
、
中

津
で
開
催
さ
れ
た
「
結
い
音
楽
祭
」
第

５
回
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
で
の
、
全
収
益
金
で
す
。

　

ご
支
援
・
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
町
内
外
か

ら
約
６
０
０
人
の
来
場
が
あ
り
、
盛
会
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
東
日
本
大
震
災
へ
の
復
興
支

援
と
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
ご
支

援
・
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

愛
媛
県
電
動
車
い
す

安
全
登
録
制
度
の
お
知
ら
せ

～
第
５
回
久
万
高
原｢

結
い
音
楽
祭｣

～

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

10
万
７
７
９
５
円
の
義
援
金
を
贈
り
ま
し
た
。

登
録
料
無
料

電動車いす安全登録証
第 ○○○○○○ 号

愛　媛　県

日
時
：
平
成
28
年
3
月
13
日
（
日
）

　
　
　

午
後
2
時
20
分
開
場
／
午
後
2
時
40
分
開
演

場
所
：
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル「
サ
ブ
ホ
ー
ル
」

※
入
場
無
料
。
入
場
は
先
着
順
と
し
、
満

席
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。
詳
細
は
自

衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
え
ひ
め
ち
ほ
ん
」
で
検
索
）
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部
広
報


０
８
９
（
９
４
１
）
８
３
８
１

愛
媛
県
自
衛
隊
入
隊
・
入
校

激
励
会
コ
ン
サ
ー
ト
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平
成
26
年
度
の

ご
み
処
理
の

状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
み
処
理
に
関
し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
ご

み
分
別
の
徹
底
、
ご
み
出
し
マ
ナ
ー
の
遵
守
な
ど
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
の
ご
み
処
理
を
と
り
ま
く
状
況
は
、
資
源
ご
み

の
分
別
区
分
の
細
分
化
、
燃
え
る
ご
み
・
燃
え
な
い

ご
み
の
有
料
化
、
平
成
25
年
度
か
ら
可
燃
ご
み
、
粗

大
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
松
山
市
に
委
託
し
た
こ
と

な
ど
、
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
ご
み
の
排
出
抑
制
、
分
別
の
徹
底
な
ど
に

ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
26
年
度
の
ご
み
処

理
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ご
み
の
処
理
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
と
積
み
重
ね
で
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ご
み
処
理
に

か
か
る
費
用
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
は
、
ご
み
を
集
め
る
費
用
、
集
め
た
ご
み
を
焼
却
す
る
費

用
、
埋
め
立
て
す
る
費
用
な
ど
が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
処
理
を
行
う
た
め
に
平
成
26

年
度
に
は
１
億
１
５
２
８
万
４
１
３
３
円
か
か
り
ま
し
た
。

ご
み
処
理
の
経
費
に
つ
い
て

ごみ処理にかかる経費 平成26年度

平成26年の人口9,345人、4,763世帯（平成26年9月末日）

ごみの処理費は、

315,847円１日当たりにすると

ごみの処理費は、

約12,336円

１年間の
１人あたりのごみの排出量は、

284kg

合計
115,284,133円

埋立処分費
3,572,967円

リサイクル処分費
2,896,475円

備品購入費
3,936,518円

松山市への委託料
（燃えるごみ・粗大）
49,257,745円

資源ごみの収集・
運搬費
11,557,368円

燃えるごみ・
燃えないごみの収集・
運搬費
30,237,437円

中間処理費
（人件費、修繕費等）
13,825,623円
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町
で
は
今
後
、
次
の
２
点
に
つ
い
て
重
点
を
置
き
、
施
策
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

・
排
出
抑
制
・
・
・
・
ご
み
と
し
て
出
る
も
の
の
量
を
減
ら
す
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
・
・
・
・

　

再
資
源
化
を
行
い
、
燃
や
さ
れ
る
・
埋
め
ら
れ
る
ご
み
を
減
ら
す
。

　

排
出
抑
制
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
使
い
捨
て
製
品
を
な
る
べ
く

使
用
し
な
い
、
買
い
物
の
際
に
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
す
る
、
過
剰
な
包
装
を
避

け
る
、
食
品
残
さ
（
野
菜
く
ず
や
生
ご
み
）
の
量
を
減
ら
す
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
食
品
残
さ
に
つ
い
て
は
、
大
量
に
含
ま
れ
た
水
を
し
っ
か
り

切
る
こ
と
が
大
幅
な
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に
、
事
業
系
ご
み
は
水
切
り

が
不
十
分
な
も
の
が
多
い
た
め
、
事
業
者
の
み
な
さ
ま
の
水
切
り
の
徹
底
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

水
切
り
を
す
る
こ
と
で
焼
却
す
る
と
き
の
燃
料
が
少
な
く
す
み
ま
す
。
ま

た
、
焼
却
の
委
託
料
は
重
さ
で
単
価
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
を
軽
く
す
る

こ
と
に
よ
り
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
、
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
ま
で
燃
や
し

た
り
埋
め
立
て
し
て
い
た
ご
み
を
資
源
化
し
再
生
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

特
に
、
紙
ご
み
を
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
資
源
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
燃
や
す
ご
み
の
減
量

化
と
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
た
ご
み
の
量
は
２
、６
５
６
ト
ン
で

し
た
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
ご
み
が
増
加
し
て
い
ま
し

た
。
特
に
燃
え
る
ご
み
が
増
え
て
い
る
の
で
、
減
量
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ご
み
処
理
量
に
つ
い
て

今
後
の
方
針

【
問
い
合
わ
せ
】

　

役
場
環
境
整
備
課　

環
境
衛
生
班

　


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
２
０
４
）

ごみ処理量の実績� 単位︰t

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
燃えるごみ 2,011 2,104 2,177 1,890 1,920
燃えないごみ 118 125 148 128 127
資源ごみ 524 545 542 572 549
かん 36 40 39 35 24
びん 55 67 67 64 58
ペットボトル 19 21 20 23 17
金属類 8 2 2 3 3
白色トレイ 1 1 1 1 0
紙類 386 393 371 375 372

新聞 111 114 93 95 90
雑誌 121 124 113 107 99
雑紙 35 38 39 53 50
段ボール 117 115 112 101 114
シュレッダー - - 13 17 17
紙パック 2 2 1 2 2

古着・古布類 15 16 17 19 17
蛍光灯 1 2 2 2 1
乾電池 2 2 2 2 2
廃食用油 1 1 1 1 1
プラスチック類 - - - 25 26
小型家電 - - 20 22 28

粗大ごみ 111 116 113 64 60
総処理量 2,764 2,890 2,980 2,654 2,656
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ま
ち
づ
く
り
検
証
委
員
会
は
、
「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」
（
平
成
19
年
条
例
第

51
号
）
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
て

い
る
か
を
検
証
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た

委
員
会
で
、
そ
の
目
的
は
「
住
民
自
治
活

動
の
実
施
状
況
を
把
握
し
て
課
題
を
明
ら

か
に
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
結
果
を
公
表
し
て
住
民
自
治
の
推

進
に
努
め
る
こ
と
」
及
び
「
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
の
見
直
し
を
提
案
す
る
こ
と
」

な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
か
ら
、
昨
年
12
月
25
日
に

第
４
回
目
と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提

言
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を

公
表
し
ま
す
。

　

町
で
は
提
言
の
内
容
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
理
念

に
基
づ
き
必
要
な
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
、
町
議
会
及

び
町
が
一
体
と
な
っ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
か
ら
の
様
々
な
情
報
を
広
く
発
信

し
て
い
る
広
報
紙
で
す
が
、
各
種
委
員

会
の
開
催
状
況
や
町
長
室
開
放
デ
ー
の

利
用
状
況
な
ど
の
ほ
か
、
役
場
の
業
務

内
容
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
積
極
的

に
町
民
に
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

望
み
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
提
言
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
条
件
下
で

あ
っ
て
も
聞
き
取
り
や
す
い
よ
う
、
発

声
を
明
瞭
に
す
る
な
ど
工
夫
し
、
効
果

的
な
活
用
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。

　

議
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
議
会
報
告

会
を
実
施
し
、
さ
ら
に
は
、
議
会
独
自

に
よ
る
広
報
紙
を
発
行
さ
れ
る
な
ど
町

民
と
の
情
報
共
有
に
努
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
周
知
方
法
な
ど
を
検
討

さ
れ
、
よ
り
多
く
の
町
民
が
報
告
会
な

ど
に
参
加
で
き
る
よ
う
努
め
ら
れ
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

久
万
高
原
町
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言

１
．
情
報
公
開
の
状
況
と
町
民
理
解
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
、
財
政
的
に
も
改
善
が
見
ら
れ
、
健

全
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
必

要
最
小
限
の
経
費
で
の
行
政
運
営
に
心

が
け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
課
を
越

え
た
横
断
的
な
体
制
を
模
索
し
、
広
い

視
野
を
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

条
例
な
ど
で
定
め
る
各
種
委
員
会
な
ど

の
委
員
に
つ
い
て
は
原
則
公
募
と
し

て
、
速
や
か
に
例
規
な
ど
の
改
正
を
す

る
と
と
も
に
、
公
募
に
よ
ら
な
い
場
合

は
そ
の
理
由
を
明
確
に
す
る
な
ど
、
積

極
的
に
町
民
参
画
の
推
進
に
努
め
ら
れ

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
町
民
と

行
政
と
の
協
働
が
不
可
欠
で
す
の
で
、

積
極
的
に
町
民
の
意
見
を
聴
き
取
る
機

会
を
設
け
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

職
員
の
多
く
は
そ
の
職
責
を
果
た
し

て
い
る
一
方
で
、
意
識
の
持
ち
方
に
よ

る
格
差
も
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
町
は
す
べ
て
の
職
員
が
全
体
の
奉

仕
者
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
自
覚
さ
せ

る
と
と
も
に
、
日
々
の
業
務
の
中
で
研

鑽
で
き
る
体
制
を
整
え
、
す
べ
て
の
職

員
が
町
民
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ

う
、
人
材
の
育
成
の
推
進
に
努
め
ら
れ

２
．
行
政
運
営
の
し
く
み
に
つ
い
て

３
．
ま
ち
づ
く
り
へ
の
町
民
参
画
に
つ
い
て

４
．
職
員
の
職
務
遂
行
状
況
に
つ
い
て

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
ま
た
、
職
員
が

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
適

材
適
所
の
考
え
の
下
、
人
員
を
配
置
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
内
の
自
主
防
災
組
織
が
、
そ
の
機

能
を
十
分
に
備
え
、
予
期
せ
ぬ
災
害
に

対
応
で
き
る
よ
う
常
に
危
機
感
を
持
っ

た
、
定
期
的
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
近
隣
の

組
織
と
の
連
携
を
図
り
、
有
事
の
際
に

は
協
力
し
あ
え
る
体
制
づ
く
り
に
努
め

ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り

活
動
が
困
難
に
な
る
自
治
会
が
今
後
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
各
自
治

会
の
活
動
実
態
を
調
査
し
、
状
況
把
握

し
た
う
え
で
、
広
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
推
進
す
る
な
ど
、
周
辺
地
域
の

活
性
化
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

会　

長　
　

中
川　

好
和（
公
募
等
）

副
会
長　
　

川
崎
美
代
子（
公
募
等
）

委　

員　
　

高
山　

哲
也（
公
募
等
）

委　

員　
　

松
本　

健
郎（
公
募
等
）

委　

員　
　

小
椋　

英
一（
公
募
等
）

委　

員　
　

秋
岡　

健
悟（
公
募
等
）

委　

員　
　

中
川　

武
志（
議
会
議
員
）

委　

員　
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「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た

中川会長と髙野町長
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かけがえのない
命を大切に
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気づき
家族や仲間の変化

に気づいて声をかけ
ましょう。

つなぎ
早めに専門家に
相談するように促
しましょう。

傾聴
まずは、じっく
り話を聞いてくだ
さい。

見守り
温かく寄り添いな
がらじっくりと焦ら
ず見守りましょう。

周りの人ができること　３月は、就職や転勤、転居など、生活環境が大き
く変動する時期であり、自殺者数が増加する傾向
にあることから、自殺対策強化月間としています。
　久万高原町では自殺者の減少に取り組んでいま
すが、昨年も自殺により命を落とす方が数名おら
れました。自殺は、その多くが様々な社会的要因
により追い込まれた末の死であり、誰にでも起こ
り得る社会的な問題です。
　自殺を考えている人は、気分が沈んだり、不眠
が続くなどのうつ病の症状や原因不明の体調不良
が続くなど、何らかのサインを発していると言わ
れています。
　身近な人の変化に気づいたら、声をかけ、寄り
添い、耳を傾けてください。悩み苦しんでいる人
の助けになることがあります。かけがえのない身
近な命を守るために、一人ひとりができることか
らはじめてみましょう。
　町では、はぁとくらぶ※1と一緒に、地域で活躍
するさまざまな組織と共に、自殺予防活動に取り
組んでいます。

※1 はぁとくらぶ（自殺対策検討部会）…住民の立場から意見を出し、地域での見守り活動を進めています。

★地域には、身近で話を聞いてくれる人がたくさんいます。１人で悩まずに、誰かに相談しましょう。
　見守りをしている人で気になる人がおりましたら、遠慮なく保健師に連絡してください。
　　[問い合わせ先]　 役場保健福祉課　　☎ 21－1111（内線141）

　地域で見守り活動を進めるため、地域見守り推進員（傾聴ボランティアも含む）・民生児童委員などが集まっ
て研修会を行ったり、地域のサロンで、はぁとくらぶによる「こころとからだ元気講座」を開催しています。

臨床心理士による「こころの健康電話相談」のお知らせ
　心配ごとや不安なことを抱えて一人で悩んでいませんか。家庭や職場について、心と身体の不調について
など、さまざまな相談に電話で応じます。

相談は匿名でもお受けできます。また、秘密は厳守いたします。
日　　時 ︰ 平成28年３月６日（日）　９時～17時
電話番号 ︰ ０８９－９５８－１３４８／０８９－９５８－１３４９
　　　　　　（当日のみ通話可能。通話が混雑してつながりにくい場合があります。）
主　　催 ︰ 日本臨床心理士会・愛媛県臨床心理士会（共催）

地域のつながりづくり

　
大切ないのちを守りたい…
地域で自殺を予防しよう。

◆３月は自殺対策強化月間です◆◆３月は自殺対策強化月間です◆

　はぁとくら
ぶとして活動を
はじめました。
出前講座します。
　ご連絡くだ
　　さい。
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まごころ銀行からお礼
久万高原町社会福祉協議会

次の方々からご寄附をいただきました。お礼申し上げます。

西　 明 　神 小　倉　耕　介 様

上　 野 　尻 上　岡　　　豊 様

上　 黒 　岩 古　見　宗　敏 様

上　 黒 　岩 日　下　妙　子 様

柳　 井 　川 大　野　光　月 様
（１月１日～１月31日受付分）

※
そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間
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成
28
年
４
月
上
旬
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５
月
下
旬

�

（
予
定
）

●
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度
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お
問
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愛
媛
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障

害
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課

　


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●
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に
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る
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役
場
保
健
福
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課  

團
上（
だ
ん
が
み
）

　


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

　

重
度
身
体
障
害
の
あ
る
方
の
社
会
活
動
へ

の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
身
体
障
害
者
補

助
犬
（
盲
導
犬
・
介
助
犬
・
聴
導
犬
）
の
給

付
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
情
報
】

●
給
付
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数

‥

１
頭

●
給
付
犬
種

‥
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導
犬
・
介
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・
聴
導
犬

●
給
付
対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

お
り
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
次
に
掲
げ
る
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満
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２
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又
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る
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度

身
体
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害
者
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助
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望
者
を
募
集
し
ま
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募

集
平
成
28
年
度
身
体
障
害
者

補
助
犬
給
付
事
業

広報広告

ス　ギ ヒノキ
長さ 末口径 高値 曲 高値 曲

3.00

13   7,900   7,900 11,800 11,800
14   9,300   8,300 13,600 12,000
16 12,100 10,800 18,100 16,000
18－22 12,100 10,200 17,400 15,100
24上 11,800   9,900 17,700 13,900
30上 11,600 10,100 16,200 13,500

4.00

13 12,600 10,300 13,600 13,500
14－16 11,800   9,500 18,900 16,300
18－22 12,600 10,900 16,800 15,700
24 13,100 11,400

17,500 15,900
26－28 12,600 11,400
30上 11,600 10,400 16,200 16,000

6.00
18 17,300 13,000 26,000 24,000
24上 12,500 11,000 20,000 16,000

選　木 ス　ギ ヒノキ マ　ツ
3.00 24上 14,200 28,000   8,000
4.00 24上 14,700 28,000 10,000
4.00 30上 13,600 30,000 10,600

市況
小丸太が上昇、ヒノキは保合相場、スギが若干下降。
スギの６ｍは引き合いが少ない。
次回市も出荷よろしくお願いします。

木材市場市況
１月15日 992回市【久万広域森林組合】
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■久万高原町消防本部・消防署
TEL 21－2411　FAX 21－2656

■久万高原町消防署美川支署
TEL 56－0303　FAX 56－0122（役場美川支所との兼用）

ホームページ
http://www.kumakogen.jp/info/syobohonbu/index.htm

あんぜん あんしん

消防だより －火災・救急・救助－

久万高原町消防
マスコットキャラクター

“スーパーダッシュくん”

１月末現在の消防状況　火災︰0件　救急︰40件　救助︰0件

　3月1日から3月7日まで全国一斉に「無防備な心に火災がかくれんぼ」という平成27年度

全国統一防火標語のもと、春の火災予防運動が行われます。空気が乾燥し火災の発生しやす

い時期を迎えるにあたり、火災予防意識の普及を図ることで火災の発生を防止し、尊い命や

財産の損失を防ぐことを目的としています。

　久万高原町では、平成27年中に8件の火災が発生しました。火

災種別ごとでは、建物火災が4件、車両火災が2件、林野火災が1

件、その他火災が1件となっています。近年の火災発生件数を見

ても8件前後で推移している状況です。今一度火の取り扱いには

十分注意し、お出掛け前やお休み前には火の元の確認をお願いし

ます。

　また、同期間中に全国山火事予防運動も実施されます。

冬から春にかけ山では枯葉や枯草が多くなることや、空気

の乾燥・季節風・フェーン現象などの自然条件などから、

山火事発生の危険性が高い時期となります。

　久万高原町は、面積の多くを山林が占めますが、いった

ん山火事が発生すると、消火は容易ではなく一瞬にして貴

重な森林を焼失します。そして、その回復には長い月日と

多くの労力を必要とします。乾燥注意報が発令されている

日や風の強い日には、たき火や野焼きをしないなど、屋外での火の取り扱いにも十分注意してください。

　平成28年は、無火災で安心・安全な久万高原町を目指しましょう。

　平成28年3月1日から3月24日の間、久万高原町内

に居住している75歳以上の高齢者夫婦世帯を対象に

防災診断を実施します。この活動では、防火・防災・

健康・防犯の面から生活実態の把握を行うことで、火

災などの発生を未然に防止するとともに、事故や急病

時には迅速な現場活動に活用するなど、暮らしの安心・安全確保を図

ります。また、災害時の要援護者を把握し、大規模災害時の避難支援

や要援護者情報の共有が行えるよう情報を収集するものです。

後期高齢者夫婦世帯の防災診断を実施します ※対象者には、訪問の数日前に電話に

て訪問日をお知らせします。

※扶養責任者が同じ敷地内に居住して

いる場合や、同居している場合は対

象外となります。

※消防職員２名の他、警察署員、社会

福祉協議会職員、消防団、女性防火

クラブが同行することがあります。

ご協力をよろしくお願いいたします

「春季全国火災予防運動」が実施されます

久万高原町における過去5年間の火災件数
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日 月 火 水 木 金 土

 1 2 3 4 5
6 7 8 9
141513 16

10 11 12
17 18 19

20 21 22 2523 24 26
27 28 29 30 31

久万高原町立図書館

【開館時間】午前９時30分～午後６時
TEL：５０－０４１５　FAX：５０－０４１６

ホームページ／http://www.kumakogen.jp/culture/tosyo/index.html

　大嵐で甚大な被害を受けた旅宿「かわせみ」の女主人る
いたちが、お伊勢まいりに出かけた。のどかな街道風景を
眺めながら慣れない旅を続けるが、次 と々怪事件が起こり
…。「新・御宿かわせみ」シリーズ第６巻。

一般書 小説 一般書 小説

『お伊勢まいり』
　
平岩弓枝／著
文藝春秋

　館主の死により幕を閉じた「江ノ島西浦写真館」。遺
品整理のため写真館を訪れた孫の繭は、注文したまま誰
も受け取りに来ない「未渡し写真」の束を見つける。繭
は写真の謎を解き、注文主に返していくが…。

『江ノ島西浦写真館』
　
三上延／著
光文社

　１匹のひつじがある日突然、王さまになった。王さま
になったひつじは、立派な玉座、立派なベッドを用意し
て、それから、法律をつくった。王さまになったひつじ
の行動は、さらにエスカレートしていって…。

おすすめ 新刊案内

定休館日

定休館日

定休館日

祝日休館

春分の日

定休館日

振替休日

規則に定める

定休館日

2016 3 月の予定 ※掲載している行事などは、都合により変更する場合が
　あります。詳しくはお問い合わせください。

お知らせ

　森の中では見つからなかった、ぞうや、おうむや、へ
び。木が切られ、家が建つと、隠れる場所がなくなって
いき…。環境問題への強烈なメッセージが響く絵本。

児童書 絵本

『ぞうさん、
　どこにいるの？』
バルー／作　　柳田邦男／訳
光村教育図書

児童書 絵本

『ひつじの王さま』
オリヴィエ・タレック／作
あさのあつこ／訳
くもん出版

おはなし会

おはなし会

やまびこ

（直瀬）

やまびこ

（明神・父二峰）

古典学習

ブックスタート

やまびこ

（美川）

やまびこ

（面河）

やまびこ

（畑野川）
ささゆり
読書会

月末整理日

休館日

やまびこ

（美川・柳谷）

☆ベストリーダー２０１５☆
　2015年の一年間で、貸し出しの多か
った一般書ベスト10をご紹介します。
まだお読みになっていない方は、この
機会にどうぞご利用ください。

１位『鹿の王　上』上橋菜穂子／著　KADOKAWA

２位『虚ろな十字架』東野圭吾／著　光文社

３位『ときぐすり』畠中恵／著　文芸春秋

３位『火花』又吉直樹／著　文芸春秋

３位『悲嘆の門　下』宮部みゆき／著　毎日新聞社

３位『鹿の王　下』上橋菜穂子／著　KADOKAWA

７位『起終点駅（ターミナル）』桜木紫乃／著　小学館

７位『村上海賊の娘　上巻』和田竜／著　新潮社

９位『マル暴甘糟』今野敏／著　実業之日本社

９位『鼠、滝に打たれる』
　　　　　　　　　　　　　　赤川次郎／著　KADOKAWA

※同一順位間は欠番としています。
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みんなで一緒に

健康づくり
久万保健センター
TEL（21）2700　FAX（21）0934

　子ども自身や大切な家族を感染症から守るだけでなく、流行を防ぐためにもな
るべく早く予防接種を受けましょう。予防接種の受け忘れがないか、母子健康手
帳でご確認ください。

　≪定期予防接種の種類≫
BCG、４種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオ）、MR（麻しん、風しん）、日本脳
炎、Hib感染症、小児の肺炎球菌感染症、水痘
（ヒトパピローマウイルス感染症は現在、積極的勧奨を差し控えています）

※MR（麻しん、風しん）２期の予防接種は、小学校就学前の１年間が対象です。
平成２１年４月２日～平成２２年４月１日生まれの方の接種期間は平成２８年３月３１日までです。まだ、
接種を受けられていない方は、早く受けましょう。
※日本脳炎の予防接種は、平成１７年の積極的勧奨の差し控えにより平成７年４月２日から平成１９年４
月１日に生まれた２０歳未満で１期、２期の接種を受けられなかったお子さんが定期接種の対象になっ
ています。

予防接種はおすみですか？予防接種はおすみですか？
●子どもさんの予防接種

●高齢者の肺炎球菌感染症の予防接種
★平成27年度に自己負担金4,000円で受けられる対象の方は下表の方です。

★60～64歳の方でも、病気などで身体障害者手帳1級相当をお持ちの方は、対象となる場合があります。

年齢 生年月日 年齢 生年月日
65 S25.4.2 ～ S26.4.1 85 S  5.4.2 ～ S  6.4.1
70 S20.4.2 ～ S21.4.1 90 T14.4.2 ～ T15.4.1
75 S15.4.2 ～ S16.4.1 95 T  9.4.2 ～ T10.4.1
80 S10.4.2 ～ S11.4.1 100 T  4.4.2 ～ T  5.4.1

平成28年3月31日
までです

【子宮頚がんなど予防ワクチン接種後に
　　　　健康被害が出た方に対する相談窓口について】
　平成25年3月31日までに、市町村の助成により、ヒトパピローマウイルス、ヒブワクチン、小児用肺炎球

菌ワクチンのいずれかを接種した方のうち、接種後に何らかの症状が生じ、医療機関を受診した方は接種との

関連性が認定されると、医療費・医療手当が支給される場合がありますので、お心当たりのある方は具体的な

請求方法などについて、至急相談窓口に直接お問い合わせください。

【相談窓口】

独立行政法人医薬品医療機器総合機構　救済制度相談窓口
0120－149－931
※IP電話などの方でフリーダイヤルがご利用になれない場合は、03－3506－9411（有料）

をご利用ください。

【受付時間】月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）午前9時～午後5時
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3月くらしのカレンダー

1 火

2 水
◆はつらつサークル／14時～15時30分／

宮森生活館⑤

3 木

4 金

5 土

6 日 医吉村医院� 　　54-2050　　54-2065

7 月

◆親子のための食育講座／9時30分～11
時／防災センター

◆弁護士法律相談／10時～15時／久万町
民館

◆司法書士法律相談／10時～正午／社協
本所

8 火

9 水
◆消費生活相談／役場住民課
◆日食を見よう／10時～／天体観測館

10 木
◆乳児健診／12時30分～13時／久万保健

センター

11 金
◆茶のみサークル／13時30分～15時30

分／古味集会所

12 土
◆ミュージアム・カフェ in 久万高原／15

時～／久万美術館

13 日
◆第27回おもごふれあい芸能発表会／9時

30分～／面河住民センター
医西本医院� 　　21-1135　　21-1136

14 月

15 火

◆紅葉の会／10時～正午／久万保健セン
ター

◆妊婦教室／10時30分～正午／Happy 
House

※掲載している行事は、都合で変更する場合があります。

休日当番医医

16 水
◆はつらつサークル／14時～15時30分／

宮森生活館⑥

17 木 ◆中学校卒業式

18 金
◆もぐもぐごっくん教室／9時30分～13

時／久万高原町農村環境改善センター

19 土

食育の日
◆久万美アート夜話（第47夜）／19時～

／久万美術館
◆第28回久万地区芸能発表会／9時30分～

／産業文化会館

20
春分の日

日
◆開館記念日無料開放／久万美術館
医 久万高原町立病院�　　21-1120　　21-1121

21
振替休日

月 医直瀬クリニック�　　31-0011　　31-0011

22 火
◆町長室開放デー／13時～
◆心配ごと相談／9時～正午／社協本所・

社協柳谷支所

23 水
◆消費生活相談／役場住民課
◆幼稚園卒園式

24 木 ◆小学校卒業式

25 金 ◆小中学校終了式

26 土
環境美化の日
◆第23回久万高原町長杯ラグビー大会
　（～29日）

27 日

◆門前市　遊食祭くまくるまるしぇ／10
時～14時／久万町商店街

◆葉わさび漬けとピザ焼き体験／10時～／
［問］農業公園　　41-0040
医 うつのみや内科�　　21-3353　　21-3352

28 月

29 火

30 水

31 木

3月の町税等の納付
口座振替　3月25日㈮
納 期 限　3月31日㈭
納期限内に納めましょう

■お知らせ
町ではごみの堆肥化・減量に役立てていただくため、
生ごみ処理容器（コンポスト）などの購入の補助を
行っています。
問い合わせ︰役場環境整備課　環境衛生班
　　　　　　TEL 21－1111（内線204）
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久
万
山
文
芸

カ
ッ
ト
・
貞
方
　
泰
美

神
域
の
巨
樹
が
先
づ
被
て
初
明
か
り�

正
岡
　
一
平

終
着
駅
近
づ
く
年
を
迎
へ
け
り�

土
居
　
静
香

御
用
始
め
老
は
の
ん
び
り
句
会
か
な�

池
田
イ
セ
ヨ

来
し
方
を
夫
婦
話
し
に
除
夜
の
鐘�

正
岡
ゆ
た
か

冴
返
る
人
出
の
中
の
跣
足
僧�

古
田
　
信
子

闘
病
に
人
の
情
の
厚
き
冬�

増
田
美
恵
子

今
朝
春
の
湯
気
立
ち
の
ぼ
る
田
畑
か
な�
大
野
　
良
子

初
参
り
の
大
宝
寺
の
庭
に
蝋
梅
の
黄
の
花
明
る
く
咲
き
に
ほ
ふ
な
り�

窪
田
　
和
香

祖
母
の
い
ふ
ど
う
せ
こ
の
世
は
五
十
年
歌
う
て
ぞ
め
い
て
お
く
ら
し
な
さ
れ�

浪
岡
　
勝
子

ズ
ボ
ン
の
裾
に
び
つ
し
り
付
き
し
草
の
種
今
日
は
刈
ら
れ
て
楽
し
く
歩
く�

窪
田
　
勝
子

作
終
へ
て
片
付
け
ゆ
け
る
野
菜
畑
か
が
め
し
背
に
秋
の
雨
降
る�

松
下
日
出
夫

一
時
間
限
り
と
決
め
て
わ
が
部
屋
の
テ
レ
ビ
自
在
に
ゲ
ー
ム
す
る
孫�

東
倉
紀
美
子

嫁
入
り
に
誂
へ
く
れ
し
喪
服
な
り
仕
付
け
を
取
り
て
母
を
見
送
る�

仲
島
　
恵
子

白
菜
大
根
野
菜
た
つ
ぷ
り
鍋
料
理
毎
日
あ
き
ず
に
う
ま
し
と
食
へ
り�

森
川
　
信
子

鳥
の
群
れ
飛
び
た
る
あ
と
の
刈
田
原
夕
明
か
り
せ
り
た
ま
り
し
水
に�

尾
形
　
冴
子

新
築
の
高
き
槌
音
聞
き
な
が
ら
す
す
を
払
ひ
て
正
月
の
準
備�

松
下
や
す
子

む
し
ろ
干
し
の
大
豆
に
射
せ
る
陽
の
淡
く
師
走
に
入
り
て
日
の
短
か
け
れ�

棟
田
　
鮎
男

高
原
の
「
久
万
の
里
」
で
は
園
児
ら
の
慣
れ
ぬ
手
つ
き
の
餅
つ
き
に
ぎ
は
す�

窪
田
　
正
雄

お
雑
煮
も
気
配
り
さ
れ
る
年
と
な
り�

小
森
　
春
雄

落
葉
は
き
小
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

鈴
木
　
俊
子

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
に
お
と
ら
ぬ
初
日
の
出�

田
内
冨
美
子

ど
ん
ど
焼
き
餅
焼
く
顔
は
よ
そ
を
向
き�

中
野
　
　
栄

今
年
も
と
豊
作
願
う
鍬
初
め�

三
本
　
香
浪

初
春
に
曾
孫
生
る
と
祝
い
け
り�

岡
田
百
合
子

三
椏
俳
句
会

あ
ざ
み
句
会

陽
の
ぬ
く
み
た
た
ん
で
か
ご
に
つ
み
か
さ
ね�

土
岐
八
重
子

春
水
と
書
け
ば
水
の
字
う
る
お
ひ
て�

団
上
　
智
子

松
過
ぎ
し
姉
の
法
事
の
知
ら
せ
来
る�

篠
崎
喜
代
子

冬
枯
れ
の
川
面
に
う
つ
る
急
ぎ
足�

松
岡
八
重
子

句
座
を
出
て
足
許
気
遺
ふ
初
の
雪�

大
原
　
五
月

意
識
せ
ず
た
だ
前
向
き
に
年
男�

山
村
　
治
夫

新
樹
会

野
芥
子
短
歌
会
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１
月
号
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
広

報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
何
卒
ご
容
赦
下

さ
い
。

　

さ
て
、
今
月
は
成
人
式
の
特
集

で
し
た
。
突
然
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
も
、
皆
さ
ん
快
く
応
じ
て
い
た

だ
き
助
か
り
ま
し
た
。
ハ
タ
チ
が

何
十
人
も
集
ま
る
と
そ
れ
だ
け
で

凄
い
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
す
。
皆
さ

ん
は
「
若
い
と
言
う
こ
と
は
そ
れ

だ
け
で
素
晴
ら
し
い
」
っ
て
さ
ん

ざ
ん
聞
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
ソ

レ
、
本
当
で
す
よ
ー
。

　

久
万
高
原
で
育
っ
た
皆
さ
ん
の

ご
活
躍
を
届
け
て
下
さ
い
。
期
待

し
て
い
ま
す
。�

（
大
野
）

に
、
黒
藤
川
小
学
校
は
平
成
14
年

３
月
に
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
で
は
学
校
跡
地
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
建
て
ら
れ
、
地

域
の
集
会
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
組
自
治
会
も
、
現
在

で
は
13
戸
と
高
齢
者
ば
か
り
の
小

さ
な
自
治
会
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
毎
年
春
と
秋
に
は
地
域

の
県
道
と
町
道
の
草
刈
り
や
清
掃

を
行
い
、
９
月
の
防
災
の
日
に

は
、
消
火
訓
練
な
ど
も
行
い
、
地

区
の
維
持
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
近
年
は
公
民
館
が
主
体
と
な

　

黒
藤
川
中
組
自
治
会
は
、
美
川

地
区
の
南
端
に
位
置
し
、
国
道
33

号
を
御
三
戸
か
ら
仁
淀
川
沿
い
に

下
っ
て
い
く
と
、
旧
柳
谷
村
の
手

前
、
古
床
か
ら
中
津
大
橋
を
渡
り

８
０
０
ｍ
程
上
っ
た
黒
藤
川
地
域

の
へ
そ
と
も
言
え
る
場
所
に
あ
り

ま
す
。

　

以
前
は
、
小
学
校
と
中
学
校
が

あ
り
、
昭
和
35
年
頃
に
は
小
学
生

２
０
０
人
、
中
学
生
１
５
０
人
を

超
え
る
児
童
生
徒
が
い
た
そ
う
で

す
が
、
子
ど
も
の
減
少
に
よ
り
、

黒
藤
川
中
学
校
は
昭
和
61
年
３
月

り
、
旧
学
校
跡
地
の
草
刈
り
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
維
持
、
河
川
公
園
の

草
刈
り
、
神
社
の
清
掃
な
ど
地
域

を
守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

少
な
い
人
数
と
は
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
13
戸
が
肩
寄
せ

合
い
、
全
員
で
助
け
合
い
な
が
ら

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

●
次
回
は
美
川
地
区

大
川
中
通
自
治
会
で
す
。

編
集
後
記

▲集落の様子

▲河川公園の草刈り▲八社神社のしめ縄作り

美川地区

黒藤川中組自治会（13戸）

▲旧学校跡地グラウンドの草刈り

人のうごき（平成28年１月末現在）

人　口 前月比
男性　4,228人（10人） －  7人
女性　4,789人（30人） －16人
合計　9,017人（40人） －23人

世　帯 前月比
　　　4,667戸（35戸） －  6戸

※注　外国人の方を含めています。（　）は外国人数


